
 

 

今回、大阪府立大学大学院 総合リハビリテーシ

ョン学研究科、作業療法士の田中寛之先生に講師

としてお招きし、｢認知症に対する評価．治療．

Update｣というテーマでご講演していただきまし

た。 

講義の内容は、認知症の重度別に応じた評価方法、

予防のポイント、パーソンセンタードケア、認知

症患者を取り巻く周囲の環境への関わりと様々な

視点から観た内容となっており、とても充実した

講演でした。 

私がリハビリで伺っている認知症の利用者さま

でも家族との関係性が周辺症状から悪化してしま

い、ご家族から相談を受ける事例が少なからずあ

ります。療法士として利用者さまの世界観を汲み

取り、寄り添うことだけでなく、利用者さまを取

り巻く環境を評価、関わり方やケアについてご家

族へ伝えていく大切さを改めて感じました。 

今回の講演会では外部からの参加も多く、対応で

の反省点はありますが、参加していただいた皆様

には感謝申し上げます。次回の講演会は 2 月を予

定しておりますよろしくお願い致します。 

作業療法士 11 期卒 藤田 真徳 

＜アンケート結果＞ 

１.本日の講演会について 
・日々臨床で悩んでいることや課題が、田中先生

の実際の臨床での経験や事例の紹介により、より

身近に感じることができました。  

 

・海外の研究報告や最新の見解を交えたり、とて

も説得力のある内容のため、考えを見直すきっか

けになりました。  

・ライフヒステリーカルテのような取り組みを行

い、患者の尊厳を保てる仕組みを行っていきたい

と思いました。  

・PT として認知機能が低下している方への関わり

や評価について理解できました。  

・共有ツールなど、職場で他職種や部署内に紹介・

提案できそうです。  

・福祉センターで脳トレ教室を開いています。認

知機能の予防が目的なので、もっと身体活動を取

り入れた方がいいかなと、色々考える時間になり

ました。  

・丁寧でわかりやすい講演でした。職員や家族の

理解度のチェックやライフヒストリーなど臨床で

使える視点でのお話がとても勉強になりました。  

・普段主観的に感じていることをエビデンスや研

究内容から客観的に把握する方法などを今回の研

修で知ることができ大変勉強になりました。  

・大変実りのある時間でした。認知症の支援は当

院でも大きな課題でありチームで力を入れて取り

組んでいる分野だったため、明日からの臨床に向

けてとても勉強になる時間でした。ありがとうご

ざいました。  

・なかなかエビデンスが確立されづらい領域だと

思うので具体的な評価の方法や介入方法が聞けて

勉強になりました。  

・講演予定時間がもう少し長ければ良かったなと

思いました。  

 

2.同窓会の運営について 

・進行はスムーズでしたか 

はい 43 いいえ 0  
・日時は適切でしたか 

はい 37 いいえ 63  
 

札幌リハビリテーション専門学校 同窓会誌     
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・講演会の案内は適切でしたか 

はい 37 いいえ 4 
・FAX・Facebookによる講演会の案内は適切でした

か？  

 はい 37 いいえ 4 

※案内方法についてご意見がありましたら記載し

てください。 
・同じ職場の卒業生が face book を利用していな

いので、勉強会案内が違う方法であれば嬉しいと

言っていました。  

・住所も記載していただけると有難いです。  

・北海道作業療法士会の研修会案内のページにも

掲載すれば、より同窓会の活動が外部に示せると

思います。  

・講演会の申し込みメールを送った際、返信がこ

なかったので、申込みができているのか少し心配

になりました。  

・Facebook から情報を得られたので良かったで

す。  

 

3.今後の講演会について 
【分野】 

整形：10 中枢：15 精神：10 循環：6 
呼吸：７ 生活：16 癌：11 
【その他または行ってほしい内容】 
神経難病：2 老年期障害：１ 

介護保険領域：１ 目標設定とマネジメント：１ 

【呼んでほしい講師】 
京極真先生 金子翔吾先生 唐沢先生 

大畑光司先生 友利幸之助先生  

 

４.同窓会主催の講演会・症例検討会についてご意 
見があれば記載して下さい。 

・外部参加を受け入れてくださり貴重な講演をあ

りがとうございます。  

・企画、大変だと思いますが今後の活動を楽しみ

にしています。  

 

5.ご講演写真 

 

 

 

＜編集後記＞ 

晩秋の候、皆様におかれましてはますますご清祥 

のこととお慶び申し上げます。 

今回の講演会に参加して頂いた皆様、アンケー 

トへのご協力ありがとう御座いました。またご講

演を行って下さった田中先生、感謝を申し上げま

す。 

今回のご講演はいかがだったでしょうか。「認知

症へのアプローチ」は普段の臨床でも身近なかだ

いであり、皆様にとっても有意義な時間になった

のではないかと思います。 

さて、次回の同窓会は講演内容を検討中です。内

容が決まり次第、ご連絡したいと思います。2 月

の講演会も皆様のご参加をお待ちしております。 

編集者:吉村小雪 高田ゆう 

佐々木浩嗣 神谷はづき 


